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アルゴ リズム論・試験問題

問題 1以下は

“

m“M●遍Prattのパターン照合アルゴリズムでパターン熙合のための DnAを構成するため
の掘 以コードである                                          !

入力:Σ =(ol,…商〕上のパターンp=al¨ α
“
               1' ・ ■
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照合のかのD‐ 4くαξこれの   -1凛 二
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4 F:={7n)と する,ヵ :=oと する,                   aい こ

l臨編お,端
'棚

尾置と読 ・ i 二Ⅲ…
・

8 /*決 定性有限オートマトン lDPA)を 作る 摯/                        (緊 ・  
・・

｀
・

  |

9 fOrC:=ヽ j≦ η;:++)                            ヽ
10  foro:‐ 1,′ ≦ξ′++)
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“
)]り と設定l             ._lt i

ここで,cOmpFは失敗処理関数 ′を計算する関厳である

(1)剛コードの劉開 (a),(b),lC)を埋めよ

(2)失敗処理関数 ′の定議を述べなさい ただし,メ
`と

いう記号を用いてよい ここで,

真の接尾語であることを表す

(3)パ ターン P=“
“

励 のパターン照合を行 うことを考える_こ のパターンに対する失敗処理関数の値を求
めよ

(4113)で 与えたパターンに対するパターン照合のためのDFAを書け ただし,2‐ {a,ι〕とする

(5)文字列 q,υ2cPを 考える ある文字列 α,β cΣ・ に対して,wl‐ αβ,0,=βαと書けるとき,り,は
吻 の回転であるという たとえば,abcと 。め は互いに他方の回転である 2つの文字列 Plと み が与え
られたとき,ル が Aの回町になっているかどうかを決定するための線形時間のアルゴリズムを考えよ

間日 2次の Prl‐ のアルゴリズムと重み付き無向グラフ Cに対して以下の設間に答えよ ただし,7を σの頂
点集合 {υl,ゅ ,13,2,■ ,%,″ )と する また,迦ま,(01,均 }の ように,辺の端点2つの要素からなる集合で表

,`:1)t

rК
`ν

は ,が υの  1`.`f

すことにする

1 任意に選んだ頂点 rのキーの値を o,       
‐

それ以外の頂点のキーの値を∞として,

プライオリテイキュー ロを構成する

Parmt tr]‐  N工 L;

●hiユ o(QI‐ φ){
u ・・ EXrRACT― HIII(Q);

for each▼  ■n Ad」 Eul do
if( v ln l かつ ●0,v) く key[v]X

Parent rVl ‐ u;

hey[■1 = ●(■ ,v)i

１
薇

ここで,■(、v)は辺 れ ,υ)の重みを表し,EXTR AC,MNは ,プライオ リティキューから最小のキーを持
つ要素を抽出する操作であり,A● lulは頂点 uが隣接する頂点の集合を表す

(1)y′ ={υ l,t2,υ 7}と し,カ ツトC=(ア′,7-7')を考える 0と 交差する辺をすべて枚挙せよ

(2)上記のカット0に対する軽い辺を求めよ

重み付き無向グラフ σ



(3)プライオリティーキューとはどのようなデータ構造かを説明せよ

“

)グラフ Cに対して PHmのアルゴリスムを適用することを考える このとき,以下の41Hを 埋めよ

1行日で
:と

して
'力

難 れたとする こ?と き,最初に4行日でuと して調まれるのはt頂点巨□]
である そして,5‐9行日の設定の結果,L沖嘲 =[03 1eVlt6〕 =区 ∃

となる よって,次

に4行日でuとして迎まれわに駄
孵殿1凛 l.ピl∵亀F][曇〔顧「鶴

出置側 部 塩l凛
問題 3配列を用いて 2分ヒ‐プを表現することを考える ただし,ヒ ープ条件は,「親の値が子の値以上」とし,

配列 人の添字 1から順番に要素を格納し,A101にはヒープを構成する頂点数を格納するものとする 以下は,

その桝である また。魂列要素 Alllに 対応する真点を頂点 Alllと 呼ぶことにする

,       |

1● 1● 口   '● 1`ω

■ ‐ ■●ft(i):

F ・  ■48ht(■ ):

if(■く‐■f01 3■ ▲[ll>■ [il) ■ar●st ・  ■:

018● ■3rgeSt ‐ i:
ifく ,く■ムEOl ■l Arrl>■ ll■arg● Bt]) large8t ‐ r:

■f(■aF`0`t!‐ 1){
x‐ ■[■ :

五:i] ‐ ■[■●r8o3t];

AEl‐● ,t]‐ メ:

henPify(■ ,■ar●3t);

}
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下魃 生り羅ラ3'つ奎電鵬甜ⅧT3奄畿了嫉件を満た|ているとき,頂点A日 以
●old heapify(2nt '■ . Int i)

{

int ■.r,■arrst,x:
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(1)ヒ ープを構成する配列Aの雹が,以下のように初期化されているとき,頂点ABIの左の子と右の子の値を
それぞれ求めなさい

■lt a口  ‐ (10,20,18,19,10,7,9,6,8,7.3};

(2)関数 mt leRlmt i)と ult■ ght(鼠 i)のプログラムを書きなさい ただし,leftは頂点 A国 の左の子の添字
を求める関数てあり,lnghtは 頂点 Alllの 右の子の添字を求める関数である

(3)ヒ ープを構成する配列 Aの値が,以下のように初期化されているとき,heapFい,1)を実行した後の配冽
Aの各要素の値(Apl～ All刻 )を示しなさい

■nt a口  ・  {1219,15,14,9,12,9,6,8,7,9,5,8),

(4)与えられた配列 缶 *Aを ヒーノ化する関数■old bl■ddheap(mt t→ を heap● を利用して書きなさい

(5)ヒ ープ条件を「親の値が子の値以下」と変更したとき,プ ログラム heapⅢ はどの箇所をどのように変更す
べきか


